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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質。この遺伝子は、明確なフォークヘッドドメインを特徴とするフォークヘッド転写因子ファミリーに属します。この遺伝子は、細胞死に必要な遺伝子の発現を介してアポトーシスの誘発因子として機能すると考えられます。この遺伝子とMLL遺伝子の転座は、二次性急性白血病と関連しています。同じタンパク質をコードする選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	HEK293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。FOXO3A（p-Ser253）ウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト膵臓組織の免疫組織化学分析。1、FOXO3A（リン酸化Ser253）ウサギモノクローナル抗体を1：200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1：200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋マウス膵臓組織の免疫組織化学分析。1、FOXO3A（リン酸化Ser253）ウサギモノクローナル抗体を1：200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1：200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ラット膵臓組織の免疫組織化学分析。1、FOXO3A（リン酸化Ser253）ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

